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埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻の概要

背景・課題

All in One Campusで取り組む大学改革
埼玉大学大学院人文社会科学研究科 ダイバーシティ科学専攻（修士課程）の新設（令和8年度）

【ダイバーシティ科学の中心概念（核）と4つの軸】

【学生定員・入試方法】
10名（収容定員20名）
一般選抜、社会人選抜
社会人推薦特別選抜

《日本におけるDEI（多様性・公平性・包摂性）をめぐる課題》
 日本におけるDEI推進の遅れ

ジェンダー平等／多文化共生・異文化理解／外国籍児童の就学／女性管理職の割合
／性的マイノリティの人権／障害者の雇用・賃金格差／高齢者の労働・福祉
《DEIをめぐる国際的動向》
 DEIの実践を創造する高度専門職業人育成の進展

・確立しつつあるChief Diversity Officer（CDO）やDEI Managerといった
DEI推進のための管理的職業

《大学院教育に関する政府政策》
 「2040年を見据えた大学院教育のあるべき姿～社会を先導する人材の育成に向けた

体質改善の方策～」､「急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育
の在り方について（答申案）」等への対応

《地域の社会的要請》
 地方自治体、地元企業、彩の国女性研究者・技術者ネットワークなどによるDEI実

践を創造する高度専門職業人育成のニーズ
《埼玉大学第4期中期目標》
 『アクションプラン2022-2027』Vision3 地域のDEI環境推進拠点機能の強化

人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻が育成する人材像

多様な背景を持つ人々をまとめ、組織に集合知をもたらし、より良い社会発展のための変革を推進す
る必須の人材

《設置の目的／育成する人材》
DEIに関する高度かつ幅広い知識を基盤とし、DEIの視点から具体的な課題を発見・分析するとともに、リーダ
ーシップやマネジメント能力を発揮しながら他者との協働をはかり、実践的な解決策を創出できる人材の育成

【ダイバーシティ科学とは何か】
ダイバーシティ科学とは、歴史的・社会的文脈の中で多様な差異がどのようにして差別や格差へと結びついてきたかを
解明し、人種、民族、性別、年齢、障害、文化的背景などの違いや多様性（ダイバーシティ）が、社会や組織にどの
ような影響を及ぼすのかを科学的に探究する学際的分野。ダイバーシティ科学は、単に現状の分析に留まらず、社会
や組織における多様性の価値を追究し、その中で浮かび上がる課題を発見、解決するためのプロセスを、協働的な取
り組みを通じて実践する学問領域

【学位の名称】
修士（ダイバーシティ科学）

【修了要件】
共通理論科目（必修） 7単位
基盤課題科目（選必） 6単位
調査スキル科目（選必） 1単位
専門課題科目（選必） 8単位
課題研究科目（必修） 8単位

計 30単位

経済学部

基礎となる学部

教養学部 文化環境専攻

経済経営専攻

人文社会科学研究科

ダイバーシティ科学専攻

国際日本アジア専攻

◆共通理論科目 ◆調査スキル科目
◆基盤課題科目 ◆専門課題科目

◆課題研究科目

①DEIへの社会的要請に応える高度専門職業人材
組織・業種でリーダーシップを発揮し、組織開発、幅広いマネジメント、
制度設計に貢献できる人材
○Chief Diversity Officer（CDO）○DEI Manager

②複合的学術領域の研究人材
社会科学・人文科学を主軸にダイバーシティの視点を
融合させ、新たな研究テーマを創出する能力を有する人材
○研究者

※①と②は固定的な区分ではなく、中⾧期的には各人がDEIに関する知識を絶えず更新するため、フ
ィールドとアカデミアを柔軟に往来しながらキャリアを形成していくことが想定される

 理論的基盤の確立
 理論の実践的応用

 社会科学的な研究手法と協働スキルの獲得
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様々な差異から生起する現象の
複雑さを理解し説明できる能力

１

分野横断的なDEI実践の知識の
修得とそれらを活用する能力

２

自らのフィールドにおけるDEI
課題を発見し、総合的かつ分析
的に問題を把握する能力

3

調査法を理解・習得し、エビデ
ンスに基づいた分析ができる能
力

4

ダイバーシティ科学の学問的知
見とエビデンスに裏付けられた
具体的課題解決策を提示しうる
能力

５

多様な他者とコミュニケーショ
ンし、協働しながら課題解決に
取り組める能力

６

アドミッション･ポリシー（AP） ディプロマ･ポリシー（DP）カリキュラム･ポリシー（CP） 授業科目

DEIの実践の創造に関する高度
な知見を修得し、研究能力を養
うことをめざす人

１

「共通理論科目」では、様々な差異か
ら生起する現象の複雑さを理解し説明
する方法を獲得するための基礎理論を
統合的に修得させる

１

「基盤課題科目」では、様々な分野・
領域において、DEIの視点からどのよう
な課題が提起され、どのようなDEI実現
の実践がなされてきたのかを探究し、
自らの学問領域・研究分野、社会、文
化、個別環境における課題発見につな
げる実践的な学知を修得させる

２

「調査スキル科目」では、実践学とし
てのダイバーシティ科学における課題
の抽出とその分析、解決策の探究にお
いて必須の調査スキルを修得させる

3

「専門課題科目」では、特定課題をDEI
の視点から検討し、実践的課題の分析
能力と課題解決に向けた応用能力を修
得させる

4

「課題研究科目」では、学生の主体性
を重視した報告と多様な専門分野の学
生及び教員との討論を中心とした学び
を展開し、研究成果を修士論文、特定
課題レポートにまとめることにより、
協働して課題解決に取り組むとともに、
それぞれの専門分野におけるDEI課題の
具体的解決策を提示しうる能力を修得
させる

5

現代的課題と人権
インターセクショナリティ論
ケア論
クィア理論
社会運動論
障害学
多文化共生論

共
通
理
論
科
目

社会正義と排除と政治論
ダイバーシティマネジメント論
多様性教育論
社会福祉とウェルビーイング
科学技術と人間
防災・災害学とグローバルジャスティス
生物多様性とネイチャーポジティブ
文化とアイデンティティ
フェミニスト経済学
労働とジェンダー
平等／差別と法

基
盤
課
題
科
目

社会調査法Ａ（社会調査）
社会調査法Ｂ（統計）
社会調査法 C  （フィールド調査）

調
査
ス
キ
ル

科
目

ダイバーシティ政策科学Ⅰ・Ⅱ
ダイバーシティ人間形成論Ⅰ・Ⅱ
ダイバーシティイノベーションⅠ・Ⅱ
ダイバーシティリーダーシップ論Ⅰ・Ⅱ
バイオダイバーシティ論Ⅰ・Ⅱ

専
門
課
題
科
目

課題研究演習Ⅰ～Ⅳ課
題
研
究

科
目

人文社会科学研究科 ダイバーシティ科学専攻（修士課程） 3ポリシーと授業科目の関係

社会生活における諸問題をDEI
の観点から理解し、その実践的
解決をめざす人

２
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欧米におけるダイバーシティ・スタディーズの進展と関連大学院
の状況（ダイバーシティ関連修士課程の例）

１．民間企業や行政機関等におけるダイバーシティ推進の専門職育成を主とする修士課程

大学名 所在国名 修士課程名称／学位名称 主な目的／学修内容
修了後の進路例
（分野・職種）

1

タフツ大学
（Tufts University）

アメリカ

ダイバーシティ、エクイティ、インク
ルージョン、正義リーダーシップ修士
課程
（Master of Arts in
Diversity, Equity, Inclusion, 
and Justice Leadership）

●偏見、差別、疎外を生む複雑な社
会学的、経済的、歴史的背景
●ダイバーシティ、インクルージョン、お
よびエクイティを実現するプログラムの
設計・評価、組織をリードするための
基礎的かつ学術的な理論（批判的
人種理論など）
●組織観察方法論
●リーダーに必須の学術的理論に対
する理解と情動スキル
●教育学部、心理学部、都市・環境
政策・計画学部、児童学科、人間発
達学部の教授陣による学際的学修

教育（幼稚園か
ら高校、大学ま
で）、非営利団
体、企業、法律、
ヘルスケアにおける
DEIプログラム・マ
ネージャー、ディレ
クターなど

https://as.tufts.edu/dive
rsityleadership/academi
cs/programs/masters-
program

【学位名称】
Master of Arts in Diversity, 
Equity, Inclusion, and 
Justice Leadership

2

セント・トーマス大学
（University of St.
Thomas）

アメリカ

ダイバーシティ・リーダーシップ修士
課程
（Master of Arts in 
Diversity Leadership）

●包括的な組織におけるリーダーシッ
プ
●人種、文化、権力に関する理解
●生物学的性、ジェンダー、セクシュア
リティ
●社会正義ための組織的リーダーシッ
プ
●障害とその他の社会的アイデンティ
ティの交差性（インターセクショナリ
ティ）
●公共生活および職業生活における
宗教

公共機関、民間
機関、政府機関
等におけるDEI推
進リーダーなど

https://cas.stthomas.ed
u/degrees-
programs/graduate/onli
ne-masters-diversity-
leadership/

【学位名称】
Master of Arts in Diversity 
Leadership

3

アトランティック工科大学
（Atlantic Technological
University）

アイルラン
ド

イコーリティ・ダイバーシティ・インク
ルージョンにおける変革的実践修
士課程
（Master of Arts in
Transformative Practices in
Equality, Diversity, and
Inclusion)

●平等性・多様性・包摂性に関連す
る分野で働く人材開発
●現代の平等性と多様性の課題

多様な組織や企
業等の平等性、
多様性、包摂性
を推進するリー
ダーなどhttps://www.gmit.ie/ma

ster-of-arts-in-
transformative-
practices-in-equality-
diversity-and-inclusion

【学位名称】
Master of Arts in 
Transformative Practices in 
Equality, Diversity, and 
Inclusion
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大学名 所在国名 修士課程名称／学位名称 主な目的／学修内容
修了後の進路例
（分野・職種）

4

ラドバウド大学
（Radboud University）

オランダ

経営におけるジェンダー平等、ダイ
バーシティ、インクルージョン修士課
程
（Master of Science in 
Gender Equality, Diversity 
and Inclusion in 
Management)

●職場のジェンダーと多様性の役割
と機能
●組織と政治／社会の根底にある
権力プロセス
●組織における構造的不平等
●戦略、文化とアイデンティティ、リー
ダーシップ、複数の利害関係者のイ
ンクルージョン

ジェンダー・ダイバー
シティ政策専門職、
人事マネージャー、
政策アドバイザー、
プログラムマネー
ジャーなど

https://www.ru.nl/en/edu
cation/masters/gender-
equality-diversity-and-
inclusion-in-
management?utm_source
=findamasters.com&utm_
medium=profielpagina&ut
m_campaign=findamaster
s-
portal&utm_term=gender
-business

【学位名称】
Master of Science in 
Gender Equality, Diversity 
and Inclusion in 
Management

5

ローマ・ビジネススクール
（Rome Business School）

イタリア

倫理・ダイバーシティ・インクルージョ
ン国際修士課程
（International Master in
Ethics, Diversity and
Inclusion）

●戦略的組織における優先事項と
してのダイバーシティ、公平性、インク
ルージョン
●倫理、ダイバーシティ、公平性、イ
ンクルージョンにおける政策と法的側
面
●インクルーシブ・リーダーシップ
●DEI、イノベーション、社会的責任
あるリーダーシップ

ダイバーシティ責任
者、人事管理者、
研修開発責任者、
人材開発部門職、
ダイバーシティ、エク
イティ＆インクルー
ジョン専門職、ダイ
バーシティ、インク
ルージョンマネ
ジャー、NPO管理
者など

https://romebusinessscho
ol.com/masters-in-ethics-
diversity-and-inclusion/

【学位名称】
Master's Degree in Ethics, 
Diversity and Inclusion

6

ポスト工業都市欧州大学
（The European University 
of Post-Industrial Cities）※

ドイツ、
アイルラン
ド、
スペイン、
オランダ、
トルコ、
ベルギー、
フィンランド、
クロアチア

教育、組織、社会におけるスー
パーダイバーシティ共同修士課程
（Joint MA Superdiversity 
in Education Organisations 
and Society）

●ダイバーシティに配慮した研究、教
育、学習方法
●社会の流動性と交流
●教育の一環としてのスーパーダイ
バーシティ(超多様性）
●スーパーダイバーシティ、組織文化、
経営
●スーパーダイバーシティ、交差性、
社会的包摂という社会科学の視点
●組織的コンテクストにおけるスー
パーダイバーシティの管理
●流動的社会における交差性と脱
植民地化の視点

企業、銀行、政府
行政機関、NGO、
大学などにおいて、
DEI関連の業務を
推進する専門職な
ど

https://unic.eu/en/seos#a
ll

※ 欧州10大学の連携による大学
〔ルール大学ボーフム（Ruhr
University Bochum：ドイツ）、
コーク大学（University College
Cork：アイルランド）、デウスト大学
（University of Deusto：スペイ
ン）、エラスムス・ロッテルダム大学
（Erasmus University
Rotterdam：オランダ）、コチ大学
（Koç University：トルコ）、リ
エージュ大学（University of
Liège：ベルギー）、オウル大学
（University of Oulu：フィンラン
ド）、ザグレブ大学（University of 
Zagreb:クロアチア）、ウッチ大学
（University of Lodz：ポーラン
ド）、マルメ大学（Malmö
University：スウェーデン）〕

当該修士課程は、ウッチ大学とマルメ
大学を除く8大学の共同課程。

【学位名称】
Master of Arts in 
Superdiversity in Education 
Organisations and Society
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２．ダイバーシティ関連の政策立案に携わる専門家育成を主とする修士課程

大学名 所在国名 修士課程名称／学位名称 主な目的／学修内容
修了後の進路例
（領域・職種）

1

ラドバウド大学
（Radboud University）

オランダ

政治学におけるジェンダー平等、ダ
イバーシティ、インクルージョン修士
課程
（Master of Science in
Gender Equality, Diversity
and Inclusion in Politics）

●組織や政治におけるジェン
ダー・ダイバーシティ研究の諸問題
●ダイバーシティとインクルージョン
推進の政策
●ジェンダー平等、ダイバーシティ、
インクルージョンに取り組む道徳的
理由（社会正義、公正、反差
別）とビジネス上の理由（正当
性、業績）

国・地方自治体の
行政組織、NGO
や研究機関の政
策アドバイザー、コ
ンサルタント、プロ
グラムマネージャー
など

https://www.ru.nl/en/edu
cation/masters/gender-
equality-diversity-and-
inclusion-in-
politics?utm_source=finda
masters.com&utm_mediu
m=profielpagina&utm_ca
mpaign=findamasters-
portal&utm_term=gender
-politics

【学位名称】
Master of Science in 
Gender Equality, Diversity 
and Inclusion in Politics

2

エラスムス・ロッテルダム大学
（Erasmus University
Rotterdam）

オランダ

移民とダイバーシティのガバナンス
（行政学）修士課程
(Master of Science in 
Governance of Migration 
and Diversity-Public 
Administration)

●移民とダイバーシティに関する、
歴史学、開発学、社会学、行政
学、都市論等の学際的視点によ
る理解
●移民とダイバーシティ研究の方
法論
●地方都市、地域、国家、ヨー
ロッパ、国際的レベルにおける移
民とダイバーシティのガバナンス
●政策レベルにおける移民とダイ
バーシティの管理戦略の立案に
関する専門的スキル

政府組織（政策
立案者、政策アド
バイザー）、市民
社会の組織（労
働組合、政党、研
究機関）の専門
職など

https://www.eur.nl/en/es
sb/master/governance-
migration-and-diversity-
public-administration 【学位名称】

Master of Science in 
Governance of Migration 
and Diversity-Public 
Administration
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https://www.eur.nl/en/essb/master/governance-migration-and-diversity-public-administration
https://www.eur.nl/en/essb/master/governance-migration-and-diversity-public-administration


３．教育、福祉、医療の領域でダイバーシティ・マネジメントに携わる専門家育成を主とする修士課程

大学名 所在国名 修士課程名称／学位名称 主な目的／学修内容
修了後の進路例
（領域・職種）

1

サンティアゴ・デ・コンポステーラ
大学
（Universidade Santiago
de Compostela）

スペイン

教育・文化ダイバーシティ・地域開
発研究修士課程
（Master in Research in 
Education, Cultural Diversity 
and Community 
Development）

●社会教育の過程、現実におけ
る介入と研究の方法論
●開発プロセスにおける教育・文
化政策
●文化的ダイバーシティとシティズン
シップのための教育
●地域コミュニティ開発における教
育：理論的アプローチと実践
●グローバル世界のコミュニティにお
ける社会教育的選択肢

特に記載なし

https://www.usc.gal/en/
studies/masters/social-
and-legal-
sciences/master-
research-education-
cultural-diversity-and-
community-
development

【学位名称】
Master's Degree in 
Research in Education, 
Cultural Diversity and 
Community Development

2

マンチェスター大学
（The University of
Manchester）

イギリス

国際教育修士課程エクイティ・ダイ
バーシティ・インクルージョン
（Master of Arts in 
International Education 
Equity, Diversity and 
Inclusion)

●教育におけるエクイティ・ダイバー
シティ・インクルージョンと政策及び
実践
●社会科学を駆使した専門的実
践
●国際的な教育および地域ベース
の文脈に対する教育理論

児童・若者カウン
セリング、地方自
治体向け研修教
育、初等・幼児
教育、地域教育
に重点を置く
NGO、特別支
援教育、第二言
語としての英語
教育、青少年活
動を支援する専
門職など

https://www.mancheste
r.ac.uk/study/masters/c
ourses/list/13007/ma-
international-education-
equity-diversity-and-
inclusion/

【学位名称】
Master of Arts in 
International Education 
Equity, Diversity and 
Inclusion

3

メリーランド大学
（The University of
Maryland）

アメリカ

ダイバーシティ・エクイティ・インクルー
ジョンリーダーシップ修士課程
（Master of Science in 
Diversity, Equity and 
Inclusion Leadership）

●組織におけるダイバーシティ改革
の実施と管理
●ダイバーシティ推進プログラムの
開発と評価
●多様なデータ活用によるダイバー
シティ推進の評価
●ダイバーシティ推進のための組織
の風土研究
●無差別、アクセス、公平性の問
題に関する現状と歴史
●エクイティとダイバーシティに関連
する法律や規制

医療、科学、
ソーシャルワーク、
法律、コミュニティ
活動、教育、公
共安全等の分野
（公共機関、民
間機関、政府機
関）における
DEIのリーダ、
DEIディレクター
など

https://graduate.umaryl
and.edu/DiversityEquityI
nclusion/

【学位名称】
Master of Science in 
Diversity, Equity and 
Inclusion Leadership
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https://www.manchester.ac.uk/study/masters/courses/list/13007/ma-international-education-equity-diversity-and-inclusion/
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https://www.manchester.ac.uk/study/masters/courses/list/13007/ma-international-education-equity-diversity-and-inclusion/
https://graduate.umaryland.edu/DiversityEquityInclusion/
https://graduate.umaryland.edu/DiversityEquityInclusion/
https://graduate.umaryland.edu/DiversityEquityInclusion/


４．ダイバーシティ関連の専門的知識を有した研究職育成を主とする修士課程

大学名 所在国名 修士課程名称／学位名称 主な目的／学修内容
修了後の進路例
（領域・職種）

1

リンカーン大学
（University of Lincoln）

イギリス

イコーリティ・ダイバーシティ・インク
ルージョン研究修士課程
（Master of Arts by
Research Equality,
Diversity and Inclusion)

●認識と偏見：態度、行動、
慣行への挑戦
●構造と文化：組織や社会的
障壁への挑戦
●インクルーシブな研究環境
●ライフコース・アプローチ：単一
のライフステージや生活圏を超え
たDEIの検討
●インターセクショナリティ：人種、
ジェンダー、障害、セクシュアリティ、
階級、その他の特性がどのように
交差しているかに関する調査
●学際性：他の科学研究にお
けるDEIの導入
●社会正義：移民、犯罪、不
安定労働、グローバリゼーション

特に記載なし

https://www.lincoln.ac.uk/c
ourse/ediegcma/

【学位名称】
Master of Arts by Research 
Equality, Diversity and 
Inclusion

2

オビエド大学
（University of Oviedo）

スペイン

ジェンダーとダイバーシティ修士課
程
（Master of Arts in Gender 
and Diversity）

●フェミニズム理論：平等、差
異、多様性
●フェミニズム研究方法論
●文化の多様性、ディアスポラと
グローバリゼーション
●ジェンダー、映画理論と実践
●文学、ナショナル・アイデンティ
ティとジェンダー
●女性に対する暴力： 心理学
的・社会的分析
●職場における機会均等、雇用
と市民権
●ジェンダーと教育

公的機関、NGO、
民間機関、教育
機関等における
ジェンダーとダイ
バーシティ推進専
門職など

https://iugendiv.uniovi.es/p
ostgrados/mastergd

【学位名称】
Master of Arts in Gender 
and Diversity
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https://www.lincoln.ac.uk/course/ediegcma/
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５．その他の領域におけるダイバーシティ関連の専門的知識と技能を有した人材育成を主とする修士課程

大学名 所在国名 修士課程名称／学位名称 主な目的／学修内容
修了後の進路例
（領域・職種）

1

フローニンゲン大学
（University of Groningen）

オランダ

グローバル化世界における宗教
ダイバーシティ修士課程
（Master of Arts in 
Religious Diversity in a 
Globaliese World）

●宗教研究の理論と方法に関する
基礎
●中世、人文主義、近世史の理論
と方法に関する基礎
●多様な文脈における宗教的多様
性と社会的包摂

政府、一般企業、
教育分野、NPO、
メディア・報道機関
等の専門職などhttps://www.rug.nl/masters

/religious-diversity-in-a-
globalised-world-em-
research/?lang=en#!progra
mme

【学位名称】
Master of Arts  in 
Theology & Religious 
Studies (research)

2

エラスムス・ロッテルダム大学
（Erasmus University
Rotterdam）

オランダ

移民とダイバーシティのガバナン
ス（社会学）修士課程
（Master of Science in
Governance of Migration
and Diversity - Sociology
）

●移民とダイバーシティに関する、歴
史学、開発学、社会学、行政学、
都市論等の学際的視点による理解
●移民とダイバーシティ研究のための
データ収集・処理・成果発表の方法
論
●地方都市、地域、国家、ヨーロッ
パ、国際的レベルにおける移民とダイ
バーシティのガバナンス
●政策レベルにおける移民とダイ
バーシティの管理戦略の立案に関す
る専門的スキル

政府組織（政策
立案者、政策アド
バイザー）、市民
社会の組織（労
働組合、政党、研
究機関）の専門
職など

https://www.eur.nl/en/essb
/master/governance-
migration-and-diversity-
sociology

【学位名称】
Master of Science in 
Governance of Migration 
and Diversity - Sociology

3

タンペレ大学（Tampere
University）

フィンランド

デジタルサービスにおけるアクセ
シビリティとダイバーシティ修士課
程
（Master's degree
program in Accessibility
and Diversity in Digital
Services）

●アクセシビリティの多様性の重要
性理解
●障害やアクセシビリティに関する偏
見
●デジタルサービスにおけるアクセシビ
リティのニーズと課題
●デジタル社会におけるアクセシブル
な情報、コミュニケーション、メディア
サービスの設計、促進、評価
●ステークホルダーとの協働

行政、教育、企業
等でのアクセシビリ
ティを考慮した製
品、サービス、環
境を実現する専門
職など

https://research.tuni.fi/tacc
u/masters-degree-
accessibility-and-diversity-
in-digital-services/

【学位名称】
Master of Social Sciences 
in Accessibility and 
Diversity in Digital 
Services
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kiyoko
タイプライターテキスト
【資料６】




歴史的・社会的文脈の理解
社会的不平等や偏見のメカニズムを批
判的に分析し、その変革を目指す

理論と実践の融合
フィールドワークやアクションリサー
チを通じて、具体的な社会課題の解決

策を模索する

学際的統合アプローチ
社会科学・人文科学を主軸に、複数

の学問分野の知見を組み合わせ、多様
性の複雑な現象を多角的かつ実証的に

探究する

包摂的な社会変革への貢献
政策提言、教育プログラム、組織改革
を通じ、差別や不平等の解消を目指し、

包摂的な社会の実現に寄与する

ダイバーシティ科学の中心概念
多様性の構造的理解とその実践的応用

ダイバーシティ科学の核
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日本におけるDEI推進の遅れ（女性）

【ポイント】

人口減少時代においては、今まで男性だけが中心となっていた社会のありかたは成り立たない。女性、外国
人、LGBTQ＋、高齢者、障害者、ギフテッドなど、今まで企業運営の主流と考えられてこなかった人々が、
それぞれの強みを出し合い協働する社会の構築が不可欠。しかし、古くからの男性中心社会の慣行は根
強く、皆がそれぞれの強みを出し合って活躍するための職場環境や生活環境といったフィールド作りの進捗ス
ピードは遅い。日本のDEI推進は世界から遅れを取っている。

出典:内閣府男女共同参画局 GGI ジェンダー・ギャップ指数（2024.6.12）
https://www.gender.go.jp/international/int_syogaikoku/int_shihyo/index.html
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日本におけるDEI推進の遅れ（外国人）

【ポイント】

どの産業においても、外国人労働者数は増えているが、特に製造業以外での増が大きく、様々な産業分
野において外国人労働者は欠かせない労働力となっている。
また、外国人労働者の増加に伴い、外国人児童生徒の数も増えており、文部科学省の2023年度「学校
基本調査」によると、小学校、中学校、高等学校、義務教育学校、中等教育学校、特別支援学校（公
立・私立含む）に在籍している外国人児童生徒数は138,609人にのぼり、20年前の約1.5倍に増加し
ている。 しかし、母語がポルトガル語や中国語やフィリピノ語等多岐にわたる児童生徒への日本語指導は
十分行き届いているとはいえず、そもそも不就学の可能性があると考えられる外国人の子どもたちも8,601
人にのぼると推定されている（2023年5月時点）。
現在の教員養成課程のカリキュラムや現職教員研修では、こうした外国人児童生徒への対応ができる知
識や技能を十分に扱っているとはいえず、彼らの学習権の保障とは程遠い現状にある。

出典:厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和5年10月末時点）
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_37084.html
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出典:文部科学省 日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査結果について（令和６年８月）
https://www.mext.go.jp/content/20240808-mxt_kyokoku-000037366_4.pdf
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出典:文部科学省 日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査結果について（令和６年８月）
https://www.mext.go.jp/content/20240808-mxt_kyokoku-000037366_4.pdf
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出典:文部科学省 外国人の子供の就学状況等調査結果について（令和６年８月）
https://www.mext.go.jp/content/20240808-mxt_kyokoku-000037364_103.pdf

学齢相当の外国人の子供の就学状況の把握状況

－設置の趣旨（資料）　－18－



埼玉県における在留外国人及び外国人就労者の増加
【ポイント】

埼玉県に暮らす外国人（在留外国人数)は年々増加しており、2023年〈令和５年〉12月末時点で、
23万4,698人と過去最高の数となっており、人口に占める在留外国人の割合は3.2％となっている。また、
2023年〈令和5年〉12月末現在、外国人労働者数は、全国204万8,675人、埼玉県10万3,515人
（全国第5位）となっており、外国人の受入と活躍を支援するDEIに基づいた実践を展開する人材の育
成は急務である。

出典:埼玉県 在留外国人数及び人口に占める在留外国人の割合、外国人労働者の推移
https://www.pref.saitama.lg.jp/workinsaitama/company/statistics/
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出典:埼玉県 在留外国人数及び人口に占める在留外国人の割合、外国人労働者の推移
https://www.pref.saitama.lg.jp/workinsaitama/company/statistics/
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【ポイント】

在留資格別では、 「永住者」や「定住者」など「身分に基づく在留資格」の労働者数が最も多く、35,714 
人で、前年比 1,226 人（3.6％）の増加。また「技術・人文知識・国際業務」「特定技能」など「専門
的・技術的分野の在留資格」は 24,573 人で、前年比 5,373 人（28.0％）の大幅な増加。「技能
実習」は 19,053 人で、前年比で3,681 人（23.9％）増加している。「留学」など「資格外活動」は
20,602 人となっている。

出典：厚生労働省埼玉労働局 「外国人雇用状況」の届出状況【概要版】（令和５年１０月末時点）
https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/content/contents/001706087.pdf
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出典：厚生労働省埼玉労働局 「外国人雇用状況」の届出状況【概要版】（令和５年１０月末時点）
https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/content/contents/001706087.pdf
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出典:内閣府男女共同参画局 男女共同参画白書 令和5年版（令和5年6月）
https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r05/zentai/pdf/r05_genjo.pdf

諸外国の就業者及び管理的職業従事者に占める女性の割合

就業者に占める女性の割合は、日本は令和4（2022）年は45.0％であり、諸外国と比較して大きな差
はない。
一方、管理的職業従事者に占める女性の割合は、諸外国では概ね30％以上となっているが、日本は令
和4（2022）年は12.9％となっており、諸外国と比べて低い水準となっている。

【ポイント】

日本におけるDEI推進の遅れ（女性の管理的職業従事者）
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日本におけるDEI推進の遅れ（障害者）

【ポイント】

・法定雇用率は、当初の1.8％から、現在は、2.3％（民間）2.6％（公的機関）となっているが、民間、
行政機関ともに達成はしている。
・しかし、身体、知的、精神ともに、就業率は低く、障害の有無による格差がいまも大きく存在している。
・また、特に知的障害のある人は、多くが常用雇用以外の福祉的就労で働いており、一般就労には大きな
壁がある。
・賃金においても、身体23.5万、知的13.7万、精神14.9万、発達障害13万と低い状況（男女別の集
計はなし）。（令和5年度障害者雇用実態調査）

出典:厚生労働省 令和5年障害者雇用の集計結果
https://www.mhlw.go.jp/content/001186355.pdf
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国際連合が2022年に出した統括所見

【国連障害者権利委員からの指摘】
• アクセシブルでない職場、通勤、生活上の困難が大きな障壁
• 低賃金、作業所等の限定的な雇用機会
• 特に、知的障害、精神障害の人の雇用が大きな課題
• 障害者雇用率制度の監視の仕組みの欠如
• 民間（2.3％）、公的機関（2.6％）の格差

【国連からの勧告】
• インクルーシブな労働環境をつくり、同一価値労働同一賃金を達成する
• 民間及び公的な一般就労への移行の迅速化
• 職場の物理的障壁の除去
• 特に知的障害者、精神障害者及び障害のある女性の、公的及び民間部門における雇用の確
保（積極的格差是正）

• 個別の支援（パーソナルアシスタンス）の利用を制限する法規定を取り除く

出典:外務省 国際連合 CRPD - Ministry of Foreign Affairs of Japan（2022年10月7日）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100448721.pdf

－設置の趣旨（資料）　－25－



日本におけるDEI推進の遅れ（ LGBTQ+ ）

【ポイント】

OECDの2019年の調査によると、日本の性的少数者の権利を守る法整備の進捗状況は35か国中34
位と大きく出遅れている。また、1999年から2019年の20年間でわずか6.6ポイントしか改善していない。

出典:OECD Over the Rainbow? The Road to LGBTI Inclusion（24 June 2020）
https://doi.org/10.1787/8d2fd1a8-en

OECD加盟国のLGBTQの権利を守る法整備の状況
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埼玉大学Action Plan 2022-2027
Vision 3:地域のダイバーシティ環境推進拠点機能の強化
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ダイバーシティ課題解決プログラム
【ポイント】

・All in One Campusを活かした全学でとりくむ学部横断プログラム
・埼玉県・さいたま市など地域との共同プログラム
・必修科目4単位、選択科目8単位合計12単位を履修することによってダイバーシティ意識の啓発に努め
たことを認め、このプログラムの学修履歴をネットワークに明示することができる「オープンバッジ」を授与
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性の多様性をめぐる社会的動向

国際的動向

 2011年7月 国連人権理事会において「人権、性的指向および性自認」
（A/HRC/RES/17/19）が採択され、国連で初めて決議という形で性的指向と性自認が人
権課題として位置づけられた。

 2013年には「UN Free & Equal」という、LGBTIQ+の人々の平等な権利と公正な扱いに対
する認識と支援を高めるキャンペーンを開始（https://www.unfe.org/）。

 2017年には、国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）により「LGBTI企業行動基準」が
策定、および公表される。

日本の動向

 2023年に「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する
法律」が成立

埼玉県の動向

 2020年に「埼玉県多様性を尊重する共生社会づくりに関する調査」（埼玉県内に住む満18歳以
上64歳以下の方15,000 件発送、住民基本台帳に基づく層化二段無作為方式、有効回収率
37.6％）を実施、主に以下のことが明らかになった。（「埼玉県 多様性を尊重する共生社会づくり
に関する調査－報告書－」2021年）
 「性的マイノリティ」に該当する県民は、子どもの頃から大人であっても、「性的マイノリティ」以外の
県民よりも様々な差別を経験していること。

 「性的マイノリティ」に該当する県民に比べ、それ以外の県民は日常的な差別に気づいていないこと。
 「性的マイノリティ」に該当する県民は、差別的な経験を重ねることにより、それ以外の県民よりも希
死念慮が高く、自殺未遂の経験率、ひきこもり率も高まるなど、心身の健康への影響がみられるこ
と。

 「性的マイノリティ」に該当する県民の方がそれ以外の県民よりも1年間の個人収入が少ない傾向
にあること（他のNPOによる調査ではトランスジェンダーの人の貧困が指摘されている）。

 「性的マイノリティ」に該当する県民の多くは、「パートナーシップ制度」など、権利を平等に保障し、
差別を受けないための実効性のある制度の導入を求めていること。

 「性の多様性」に関する教育は県民の多くが必要だと考えていること。
 2022年に「埼玉県性の多様性を尊重した社会づくり条例」が成立
 2024年に「ジェンダー主流化の推進」を公表し、ジェンダー主流化を県の施策に反映させ、埋もれて

いた男女それぞれの視点を取り入れた取組を進めることによって、誰もが暮らしやすい埼玉を目指す。
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埼玉県「ジェンダー主流化の推進」

出典:埼玉県 知事記者会見（令和6年4月2日）
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/252441/240402.pdf
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埼玉県「ジェンダー主流化の推進」

出典:埼玉県 知事記者会見（令和6年4月2日）
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/252441/240402.pdf
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埼玉県「ジェンダー主流化の推進」

出典:埼玉県 知事記者会見（令和6年4月2日）
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/252441/240402.pdf
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埼玉県との取組例

出典:埼玉建設新聞 （2024/07/02）

【ポイント】

埼玉大学と埼玉県は令和6年6月に「防災・減災・縮災に係る地域課題解決等を目指した連携に関する
覚書」を締結した。災害時における地域課題として、避難所における避難生活の安心安全向上の取組が
急務となっている。ジェンダーの視点はもちろんのこと、高齢者、外国人、乳幼児、妊産婦などすべての人権
を尊重する視点が必要となってくる。防災・減災・縮災に取り組むためには、科学技術のみならずDEIによる
視点も踏まえたより一層の連携が求められている。
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○国立大学法人埼玉大学における人を対象とする研究

に関する倫理規則

平成22年９月30日
規 則 第 4 8 号

改正 平成24. 9.25 24規則34 平成26. 9.25 26規則8
平成27. 2.19 26規則46 平成27. 3.20 26規則127
平成28. 3.25 27規則79 平成28. 9.29 28規則9
平成29. 3.28 28規則37 平成29. 5.24 29規則5
令和４. 3.17 ３規則58 令和５.11.30 ５規則36
令和６. 2.15 ５規則47

（趣旨）

第１条 この規則は、人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令

和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号。以下「倫理指針」とい

う。）に基づき、国立大学法人埼玉大学（以下「本学」という。）において実施

する人を対象とする研究に関し必要な事項を定め、もって研究の適正な実施を図

ることを目的とする。

２ 研究の計画及び実施については、倫理指針に定めるもののほか、この規則の定

めるところによる。

（定義）

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。

(1) 「侵襲」とは、研究目的で行われる、穿刺、切開、薬物投与、放射線照射、

心的外傷に触れる質問等によって、研究対象者の身体又は精神に傷害又は負担

が生じることをいう。

(2) 「軽微な侵襲」とは、侵襲のうち、研究対象者の身体又は精神に生じる傷害

又は負担が小さいものをいう。

(3) 「介入」とは、研究目的で、人の健康に関する様々な事象に影響を与える要

因の有無又は程度を制御する行為をいう。

(4) 「試料・情報」とは、人体から取得された試料（血液、体液、組織、細胞、

排泄物及びこれらから抽出した人のＤＮＡ等であって研究に用いられるもの

（死者に係るものを含む。））及び情報（個人の思考、行動、環境、心身等に

関する情報及びデータであって研究に用いられるもの（死者に係るものを含

む。））をいう。

(5) 「既存試料・情報」とは、試料・情報のうち、次に掲げるいずれかに該当す

るものをいう。

ア 研究計画書が作成されるまでに既に存在する試料・情報

イ 研究計画書の作成以降に取得された試料・情報であって、取得の時点にお

いては当該研究計画書の研究に用いられることを目的としていなかったもの
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(6) 「遺伝情報」とは、試料・情報を用いて実施される研究の過程を通じて得ら

れ、又は既に試料・情報に付随している子孫に受け継がれ得る情報で、個人の

遺伝的特徴及び体質を示すものをいう。

(7) 「研究対象者」とは、次に掲げるいずれかに該当する者（死者を含む。）を

いう。

ア 研究を実施される者（研究を実施されることを求められた者を含む。）

イ 研究に用いられることとなる既存試料・情報を取得された者

(8) 「研究機関」とは、研究が実施される法人若しくは行政機関又は研究を実施

する個人事業主をいう。ただし、試料・情報の保管、統計処理その他の研究に

関する業務の一部についてのみ委託を受けて行われる場合を除く。

(9) 「共同研究機関」とは、研究計画書に基づいて共同して研究が実施される研

究機関（当該研究のために研究対象者から新たに試料・情報を取得し、他の研

究機関に提供を行う研究機関を含む。）をいう。

(10) 「多機関共同研究」とは、一の研究計画書に基づき複数の研究機関におい

て実施される研究をいう。

(11) 「研究責任者」とは、研究の実施に携わるとともに、所属する研究機関に

おいて当該研究に係る業務を統括する者をいう。

(12) 「研究実施者」とは、研究に係る業務の内容に応じて必要な知識と技能を

持つ者であって、研究責任者の指示又は委託に従って、研究を実施する者をい

う。

(13) 「研究者等」とは、研究責任者及び研究実施者をいう。

(14) 「研究代表者」とは、多機関共同研究を実施する場合に、複数の研究機関

の研究責任者を代表する研究責任者をいう。

(15) 「個人情報」とは、生存する個人に関する情報であって、次に掲げるいず

れかに該当するものをいう。

ア 当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等（文書、図画若しくは

電磁的記録（電磁的方式（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によって

は認識することができない方式をいう。）で作られる記録をいう。）に記載

され、若しくは記録され、又は音声、動作その他の方法を用いて表された一

切の事項（個人識別符号を除く。）をいう。）により特定の個人を識別する

ことができるもの（他の情報と容易に照合することができ、それにより特定

の個人を識別することができることとなるものを含む。）

イ 個人識別符号が含まれるもの

(16) 「要配慮個人情報」とは、本人の人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の

経歴、犯罪により害を被った事実その他本人に対する不当な差別、偏見その他
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の不利益が生じないようにその取扱いに特に配慮を要する記述等が含まれる個

人情報をいう。

(17) 「仮名加工情報」とは、次に掲げる個人情報の区分に応じて当該区分に定

める措置を講じて他の情報と照合しない限り特定の個人を識別することができ

ないように個人情報を加工して得られる個人に関する情報をいう。

ア 第15号アに該当する個人情報 当該個人情報に含まれる記述等の一部を削

除すること（当該一部の記述等を復元することのできる規則性を有しない方

法により他の記述等に置き換えることを含む。）。

イ 第15号イに該当する個人情報 当該個人情報に含まれる個人識別符号の全

部を削除すること（当該個人識別符号を復元することのできる規則性を有し

ない方法により他の記述等に置き換えることを含む。）。

(18) 「匿名加工情報」とは、次に掲げる個人情報の区分に応じて当該区分に定

める措置を講じて特定の個人を識別することができないように個人情報を加工

して得られる個人に関する情報であって、当該個人情報を復元することができ

ないようにしたものをいう。

ア 第15号アに該当する個人情報 当該個人情報に含まれる記述等の一部を削

除すること（当該一部の記述等を復元することのできる規則性を有しない方

法により他の記述等に置き換えることを含む。）。

イ 第15号イに該当する個人情報 当該個人情報に含まれる個人識別符号の全

部を削除すること（当該個人識別符号を復元することのできる規則性を有し

ない方法により他の記述等に置き換えることを含む。）。

(19) 「個人関連情報」とは、生存する個人に関する情報であって、個人情報、

仮名加工情報及び匿名加工情報のいずれにも該当しないものをいう。

(20) 「個人情報等」とは、個人情報、仮名加工情報、匿名加工情報及び個人関

連情報をいう。

(21) 「部局」とは、研究を計画し、実施しようとする教育学部、人文社会科学

研究科、理工学研究科、教育機構、研究機構、情報メディア基盤センター、ダ

イバーシティ推進センター及び国際本部をいう。

(22) 「部局長」とは、前号に規定する部局の長をいう。

２ 前項に定めるもののほか、用語の意義は、倫理指針の定めるところによる。

（適用範囲）

第３条 この規則は、本学において実施する次に掲げる研究に適用する。

(1) 人を対象として、次のア又はイを目的として実施される活動

ア 次の(ｱ)、(ｲ)、(ｳ)又は(ｴ)を通じて、国民の健康の保持増進又は患者の傷

病からの回復若しくは生活の質の向上に資する知識を得ること。
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(ｱ) 傷病の成因（健康に関する様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影

響を与える要因を含む。）の理解

(ｲ) 病態の理解

(ｳ) 傷病の予防方法の改善又は有効性の検証

(ｴ) 医療における診断方法及び治療方法の改善又は有効性の検証

イ 人由来の試料・情報を用いて、ヒトゲノム及び遺伝子の構造又は機能並び

に遺伝子の変異又は発現に関する知識を得ること。

(2) 前号に該当しない研究で、研究対象者の身体又は精神に傷害又は負担が生じ

る方法によってデータを収集して行う研究

(3) 介入を伴う研究

(4) 要配慮個人情報を収集して行う研究

(5) 個人情報の収集、保存その他取扱いについて、その一部又は全部を、学外の

機関に委託して行う研究

(6) その他学長が必要と認めた研究

２ 前項の規定は、次の各号のいずれかに該当する研究については、適用しない。

(1) その実施に関して特定の行政機関、独立行政法人等に具体的な権限、責務が

法令で規定されている研究

(2) 倫理指針によらず、法令の定める基準の適用範囲に含まれる研究

(3) 試料・情報のうち、次に掲げるもののみを用いる研究

ア 既に学術的な価値が定まり、研究用として広く利用され、かつ、一般に入

手可能な試料・情報

イ 既に作成されている匿名加工情報

(4) 予備研究（本格的な研究開始前の、研究グループ内の研究者等を対象とした

簡易な内容に留まる予備的な研究であり、明確な仮説検証を行わず、研究者等

を対象にしたリスクが軽微かつ研究責任者が研究対象者のリスク、個人情報保

護等に適切に配慮しているものに限る。）

（学長の責務）

第４条 学長は、倫理指針及びこの規則に定めるところにより、本学において行う

研究の実施に関し統括するものとする。

（研究者等の責務）

第５条 研究者等は、研究対象者の生命、健康及び人権を尊重して、研究を実施し

なければならない。

２ 研究者等は、地域住民等一定の特徴を有する集団を対象に、当該地域住民等の

固有の特質を明らかにする可能性がある研究を実施する場合には、研究対象者等

（代諾者等を含む。以下同じ。）及び当該地域住民等を対象に、研究内容及び意
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義について説明し、研究に対する理解を得るよう努めなければならない。

３ 研究者等は、研究の実施に伴って取得された個人情報等であって当該研究者等

の所属する研究機関が保有しているもの（委託して保管する場合を含む。以下

「保有する個人情報等」という。）について、漏えい、滅失又はき損の防止その

他の安全管理のため、適切に取り扱わなければならない。

（研究責任者の責務）

第６条 研究責任者は、研究計画書の作成に当たっては、研究対象者等に予想され

る影響等を踏まえて、研究の必要性、研究対象者等の不利益を防止するための研

究方法等を十分考慮しなければならない。許可を受けた研究計画を変更しようと

する場合においても、同様とする。

２ 研究責任者は、実施しようとする研究及び当該研究により得られる結果等の特

性を踏まえ、当該研究により得られる結果等の研究対象者等への説明方針を定め、

研究計画書に記載しなければならない。

３ 研究責任者は、許可を受けた研究計画に基づき、研究実施者が適正に研究を実

施するよう監督しなければならない。

４ 多機関共同研究を実施する研究責任者は、当該多機関共同研究として実施する

研究に係る業務を代表するため、当該研究責任者の中から、研究代表者を選任し

なければならない。

５ 研究責任者は、原則として、特定の個人を識別することができないように加工

された試料・情報又は遺伝情報を用いて、研究を実施するものとする。研究の業

務の一部を委託する場合においても、同様とする。

６ 研究責任者は、研究の実施に際して、保有する個人情報等が適切に取り扱われ

るよう、学長と協力しつつ、当該情報を取り扱う他の研究者等に対して、必要な

指導・管理を行わなければならない。

（委員会の設置）

第７条 本学に、国立大学法人埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫理

委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（委員会の任務）

第８条 委員会は、次に掲げる事項について審議又は調査し、学長に報告するとと

もに、必要に応じ、助言又は意見を具申する。

(1) 研究計画の実施の適否等について、科学的及び倫理的な観点から審査するこ

と。

(2) その他人を対象とする研究に関する倫理等の適正な実施のために必要な事項

に関すること。

（委員会の構成）
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第９条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 保健センター長

(2) 人文・社会科学分野の教授又は准教授 １人

(3) 関連する分野を含む自然科学分野の教授又は准教授 ３人

(4) 学外の学識経験者 １人

(5) 学外の倫理・法律を含む人文・社会科学分野の有識者 １人

(6) その他学長が必要と認める者

２ 前項の委員は、学長が任命する。

３ 委員会は、男女両性により組織しなければならない。

４ 委員会の委員が、審査対象となる研究者等となった場合は、その審議、採決及

び審査に加わることができない。

（任期）

第１０条 前条第１項第２号から第５号までに掲げる委員の任期は、２年とし、再

任を妨げない。ただし、欠員により補充された委員の任期は、前任者の残任期間

とする。

２ 前条第１項第６号に掲げる委員の任期は、その都度定める。

（委員長及び副委員長）

第１１条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

３ 委員会に副委員長を置き、委員長の指名する委員をもって充てる。

４ 副委員長は、委員長を助け、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。

（会議）

第１２条 委員会は、男女両性で構成された５名以上の委員が出席し、かつ、第９

条第１項第５号に掲げる委員が出席しなければ会議を開くことができない。

２ 委員会の議決は、出席委員全員の合意を原則とする。

（意見の聴取等）

第１３条 委員会が必要と認めたときは、研究責任者の出席を求めて研究計画の説

明及び意見を聴くことができる。

（遵守事項）

第１４条 委員会の委員及び研究に携わる者は、職務上知ることのできた個人情報

等を正当な理由なく漏らしてはならない。委員を辞した後又は研究終了後若しく

は中止後においても、同様とする。

（研究計画の申請及び可否の決定）

第１５条 研究責任者は、研究を実施しようとするときは、研究計画書（別紙様式

１）により、教育・研究を担当する部局長の確認を受け、学長に申請するものと
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する。

２ 学長は、前項の研究計画書を受理したときは、速やかに委員会にその審査を付

議する。

３ 学長は、申請のあった研究について、委員会の審議を経て、研究実施の可否を

決定するものとする。

４ 学長は、前項の規定による決定を行ったときは、審査結果等通知書（別紙様式

３）により、速やかに第１項に規定する部局長を経由して研究責任者に通知する

ものとする。

（研究計画の変更）

第１６条 研究責任者は、学長から実施の許可を受けた研究の計画（以下「学長の

許可を受けた研究計画」という。）を変更しようとするときは、研究計画変更許

可申請書（別紙様式２）により、教育・研究を担当する部局長の確認を受け、学

長に申請するものとする。ただし、次に掲げる変更については、軽微変更報告書

（別紙様式４）により、学長に報告するものとする。

(1) 研究者等の部局名又は職名の変更

(2) 研究実施者の追加又は削除

(3) 研究予定期間の変更

(4) 課題名の変更（研究目的の変更を伴うものを除く。）

(5) 研究実施場所の追加又は削除

(6) その他軽微な変更であることが明らかなもの

２ 前条第２項から第４項までの規定は、前項本文に規定する申請について準用す

る。この場合において、前条第２項中「前項の研究計画書」とあるのは「研究計

画変更許可申請書」と読み替えるものとする。

（迅速審査手続等）

第１７条 委員会は、次の各号のいずれかに該当する審査については、委員長があ

らかじめ指名した委員に当該審査を委ねることができる。

(1) 学長の許可を受けた研究計画の軽微な変更（前条第１項ただし書きに規定す

るものを除く。）の審査

(2) 学長の許可を受けた研究計画に準じて類型化され、かつ、侵襲を伴わず、及

び介入を行わない研究計画の審査

２ 前項に規定する審査を行った委員は、審査結果を書面により委員長に報告する。

報告を受けた委員長は、その報告内容を学長に報告するとともに、全ての委員に

通知しなければならない。

３ 前項に規定する報告に異議がある委員は、理由を付した書面により委員会にお

ける審査を委員長に申し出ることができる。
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４ 委員長は、前項に規定する申出を受けたときは、速やかに委員会を招集し、当

該事項の審査を行うものとする。

（多機関共同研究に係る取扱い）

第１８条 研究責任者は、原則として、多機関共同研究に係る研究計画書について、

他の研究機関の審査基準が本学と同等以上の水準であるときは、共同研究機関と

事前に調整を行った上で、当該他の研究機関に設置された一の倫理審査委員会

（以下「一の倫理審査委員会」という。）による一括した審査を求めることがで

きる。

２ 研究責任者は、一の倫理審査委員会の意見を聴いた後に、その審査結果及び当

該倫理審査委員会に提出した書類その他学長が求める書類を添付の上、研究実施

許可申請書（別紙様式５）により、教育・研究を担当する部局長の確認を受け、

学長に提出し、本学における研究実施の許可を受けなければならない。

３ 学長は、研究実施許可等通知書（別紙様式６）により、速やかに当該部局長を

経由して研究責任者に通知するものとする。この場合において、学長が必要と認

めたときは、委員会において審査を行うものとする。

４ 研究責任者は、多機関共同研究について第１項の規定によらず本学の委員会の

審査を求めるときは、第15条の規定を準用する。

（インフォームド・コンセント）

第１９条 研究者等は、研究を実施する場合は、研究対象者に事前に十分な説明を

行い、研究対象者の自由意思に基づき、原則として文書等記録に残る形式による

同意を得て、試料・情報の提供を受けなければならない。

２ 研究者等は、研究対象者等からインフォームド・コンセントを受ける際には、

研究により得られた結果等の説明に関する方針を説明し、理解を得なければなら

ない。

３ 第１項の規定にかかわらず、生命科学・医学系研究を実施する場合は、研究者

等は倫理指針に基づく方法によりインフォームド・コンセントを実施することが

できる。

４ 研究責任者は、研究対象者から第１項の同意を得ることが困難な場合であって、

研究の重要性が高く、かつ、研究対象者からの試料・情報の提供を受けなければ

研究が成り立たないと委員会が認め、学長が許可した場合に限り、研究対象者の

代諾者等から同意を受けることができる。

５ 研究責任者は、研究において、他の研究機関から試料・情報又は遺伝情報の提

供を受ける場合は、当該試料・情報又は遺伝情報に関するインフォームド・コン

セントの内容を当該他の研究機関からの文書等によって確認の上、提供に係る記

録を作成し、保管しなければならない。
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（試料・情報の保存及び廃棄）

第２０条 研究責任者は、試料・情報を保存する場合は、研究対象者等の同意事項

を遵守し、研究計画書に記載された方法に従い実施しなければならない。

２ 研究責任者は、試料・情報の保存期間が研究計画書に記載された期間を過ぎた

場合は、研究対象者等の同意事項を遵守し、当該試料・情報を復元することがで

きないようにして廃棄しなければならない。

３ 研究責任者は、研究対象者等からインフォームド・コンセントの撤回があった

場合は、原則として研究対象者に係る試料・情報及び研究結果を復元することが

できないようにして廃棄するものとする。

４ 研究責任者は、保存期間が定められていない試料・情報を保存する場合には、

研究の終了後遅滞なく、学長に対して、次に掲げる事項について報告しなければ

ならない。これらの内容に変更が生じた場合も、同様とする。

(1) 試料・情報の名称

(2) 試料・情報の保管場所

(3) 試料・情報の管理責任者

(4) 研究対象者等から得た同意の内容

（研究の終了又は中止の報告）

第２１条 研究責任者は、研究を終了し、又は中止したときは、研究（終了・中

止）報告書（別紙様式７）を作成し、速やかに研究責任者が教育・研究を担当す

る部局長の確認を受け、学長に報告しなければならない。

（研究成果の公表）

第２２条 研究責任者は、研究が終了したときは、研究計画書に記載された方法に

従い、研究結果を公表しなければならない。

（外部の研究機関等への試料・情報の提供）

第２３条 研究責任者は、研究で得られた試料・情報を、外部の研究機関に提供す

る場合は、原則として試料・情報を特定の個人を識別することができないように

加工しなければならない。ただし、研究対象者等が当該加工を行わずに当該研究

機関に提供されることに同意しており、かつ、学長の許可を受けた研究計画にお

いても、当該加工を行わずに当該研究機関に提供することが認められている場合

は、この限りでない。

２ 前項の場合において、研究責任者は、提供に関する記録を作成し、保管しなけ

ればならない。

（教育・研修）

第２４条 学長、研究者等、委員会委員及びその事務に従事する者は、人を対象と

する研究に関する倫理並びに当該研究の実施に必要な知識及び技術に関する教育
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・研修を受けなければならない。

（情報の公開）

第２５条 本学における人を対象とする研究に関する規則等、委員会の開催状況及

び審査の概要等に関する情報については、毎年１回程度公表するものとする。

（事務）

第２６条 委員会の事務は、研究・連携推進部研究推進・国際連携課において処理

する。

（補則）

第２７条 この規則に定めるもののほか、人を対象とする研究の実施に関し必要な

事項は、学長が別に定める。

附 則

この規則は、平成22年10月１日から施行する。

附 則（平成24. 9.25 24規則34）

この規則は、平成24年９月25日から施行し、平成24年４月１日から適用する。

附 則（平成26. 9.25 26規則8）

１ この規則は、平成26年９月25日から施行する。

２ この規則施行の際、第７条第１項第２号から第５号の規定に基づき、現に任命

されている委員の任期は、第８条第１項の規定にかかわらず、平成27年３月31日

までとする。

附 則（平成27. 2.19 26規則46）

この規則は、平成27年４月１日から施行する。

附 則（平成27. 3.20 26規則127）

この規則は、平成27年４月１日から施行する。

附 則（平成28. 3.25 27規則79）

この規則は、平成28年４月１日から施行する。

附 則（平成28. 9.29 28規則9）

この規則は、平成28年９月29日から施行する。

附 則（平成29. 3.28 28規則37）

この規則は、平成29年４月１日から施行する。

附 則（平成29. 5.24 29規則5）

この規則は、平成29年５月30日から施行する。

附 則（令和４. 3.17 ３規則58）

この規則は、令和４年４月１日から施行する。

附 則（令和５.11.30 ５規則36）

この規則は、令和５年12月１日から施行する。
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附 則（令和６. 2.15 ５規則47）

この規則は、令和６年４月１日から施行する。
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（別紙様式１） 

受付番号 

年 月 日 

研究計画書 

埼玉大学長 殿 

研究責任者 

部局名 

職 名 

氏 名 

下記の研究計画について、国立大学法人埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫理規則第

１５条第１項の規定に基づき申請します。 

記 

１ 新規･変更の別 新規 ・ 変更 

２ 課題名 

３ 研究予定期間 研究実施許可日 ～ 年 月 日 

４ 研究実施者 

埼玉大学教職員・学生等 

[部局名又は所属・職名] [氏名] 

共同研究者（他機関の共同研究者がいる場合は記載） 

[所属・職名] [氏名] 

５ 共同研究者に関

する倫理審査状況 

［名称］ 

［倫理委員会］ 有／ 無 

［審査結果等］ 承認済／ 審査中／ 申請予定／ 申請不要 

（倫理審査委員会「有」かつ「申請不要」の場合は、備考欄に理由を記載） 

（備考：                   ） 
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６ 研究実施場所 

埼玉大学構内 

［名称］ 

他機関の施設等（他機関の施設等で研究を実施する場合は記載） 

［名称］ 

［所在地］ 

［倫理委員会］ 有／ 無 

［審査結果等］ 承認済／ 審査中／ 申請予定／ 申請不要 

（倫理審査委員会「有」かつ「申請不要」の場合は、備考欄に理由を記載） 

（備考：                   ） 

７ 研究の概要 

（簡潔に記載） 

［目的］ 

［方法］ 

［期待される効果等］ 

研究の分類 
生命科学・医学系研究 

人を対象とするその他研究 

個人情報の取扱い 

無 有 → 取扱う項目を下記に簡潔に記載 

[要配慮個人情報] 

人体から採取され

た試料・情報の使用 

無 有 → 内容を下記に簡潔に記載 

既存試料・情報の使

用の有無 

 無 外部からの提供 

 有／ 無  有 →  内容を下記に簡潔に記載 

（外部からの提供を受ける場合は、提供元、取得の経緯、同意の取得状況、試

料・情報の加工及び管理状態を記載すること） 

侵襲性 無 
侵襲    → 負担の種類

身体的負担／ 精神的負担 軽微な侵襲 → 

介入の有無 無 有 
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８ 研究対象者につ

いて 

［年齢層、性別、想定人数等］ 

［募集方法］（研究対象者から除外する基準がある場合は明記すること） 

［謝礼･交通費等の有無］ 

未成年者  無  有  → 代諾者 有／ 無 

十分な判断力･意識  有  無  → 代諾者 有／ 無 

［代諾者の設定基準］（代諾者が必要な場合は記載） 

疾病・障害  無  有  → 下記に配慮方法等を記載

［疾病・障害を持つ研究対象者への配慮方法］ 

９ 研究対象者等へ

の説明方法及び同

意の取得方法 

（研究参加の任意

性等、説明･同意内

容を具体的に記載） 

［説明方法］ 

［説明・同意内容］ 

［同意・同意撤回の取得方法］ 

１０ 実験・調査等

の実施手順 

（番号を振り、順を

追って具体的に記

載） 

１１ 成果の公表方

法 

（個人情報への配

慮方法も記載） 

[成果の発表方法] 

[個人情報への配慮] 

１２ 個人情報（同

意書等を含む。）及

び試料・情報の保護

方法等（他機関に試

料・情報の提供を行

う場合は、提供先、

試料・情報の項目に

ついても記載） 

試料・情報 

仮名加工情報を作成して保管 

匿名加工情報を作成して保管 

その他（  ） 

廃棄方法 

学内規則等に基づき、一定期間保管した後、復元でき

ないようにして廃棄 

その他（          ） 

他機関等への提供方

法（該当する場合） 

照合し、特定の個人を識別することができる他の情報

は提供せず、匿名加工した情報のみ提供 

匿名加工情報のみ提供 

その他（          ） 
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［具体的な内容、方法等］ 

（匿名加工の方法） 

（実験データ等の保管・廃棄方法、保存期間） 

（提供先名称、提供内容） 

１３ 研究等によっ

て生じうる不利益

及び危険性、人権擁

護の手法 

（それぞれの事案

への対策方法や、研

究を中止する場合

の基準等を具体的

に記載） 

［不利益及び危険性と対策、人権擁護の手法］ 

［中止する場合の基準］ 

１４ 添付資料 

研究対象者への説明文書 同意書 同意撤回書 

アンケート帳票（実施する場合のみ）

インタビュー項目（実施する場合のみ）

その他（          ）

［添付しない場合の理由等］ 

１５ 主な研究資金 
運営費 科研費（種別： 代表者名： ） 

その他（ ） 

１６ その他実施上

の留意点 

※部局長確認日 年 月 日 

※ 教育・研究を担当する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。

※ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。
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（別紙様式２） 

年 月 日 

研究計画変更許可申請書 

埼玉大学長 殿 

研究責任者

部局名

職 名

氏 名

下記の研究計画について、国立大学法人埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫

理規則第１６条第１項本文の規定に基づき変更申請します。 

記

１ 課  題  名 

承認番号（ ） 

２ 変更理由 

３ 変更内容（添付資料は、変更箇所が分かるように朱書きで加筆修正してください。） 

以下、添付資料のとおり変更します。 

研究計画書（別紙様式１） 

研究対象者への説明文書   同意書   同意撤回書

アンケート帳票（実施する場合のみ）

インタビュー項目（実施する場合のみ）

その他（ ） 

４ 現在までの研究の進捗状況 

５ その他参考となる事項 

※ 部局長確認 年 月 日 

※ 教育・研究を担当する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。

※ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。
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（別紙様式３）

年 月 日

審査結果等通知書

研究責任者 殿

埼 玉 大 学 長

さきに申請のあった上記課題の審査結果を国立大学法人埼玉大学における人を対象とす

る研究に関する倫理規則第１５条第４項の規定に基づき下記のとおり通知します。

記

研究
実施

許可 不許可

理由

又は

勧告

非該当 承認 条件付承認 変更の勧告 不承認

承認番号

課 題 名
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（別紙様式４） 

年 月 日 

軽微変更報告書 

埼玉大学長 殿 

研究責任者

部局名

職 名

氏 名

下記の研究計画について、国立大学法人埼玉大学における人を対象とする研究に関する

倫理規則第１６条第１項ただし書きの規定に基づき報告します。

記

１ 課  題  名 

承認番号（ ）

２ 該当項目

研究者等の部局名又は職名変更 

研究実施者の追加又は削除 

研究予定期間の変更 

課題名の変更（研究目的の変更を伴うものを除く。） 

研究実施場所の追加又は削除 

その他（ ） 

３ 変更内容

（変更後） （変更前）

４ 変更理由

５ 変更（予定）日 年 月 日

６ その他参考となる事項 

※部局長確認 年 月 日
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※ 教育・研究を担当する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。

※ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。

※事務局使用欄

受理日 年 月 日

確認の結果 受理

計画変更申請に該当

その他（ ）
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（別紙様式５） 

受付番号 

年 月 日 

研究実施許可申請書 

埼玉大学長 殿 

研究責任者 

部局名 

職 名 

氏 名 

下記の研究計画について、国立大学法人埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫理規則第１

８条第２項の規定に基づき申請します。 

記 

１ 課題名 
（承認番号等 ） 

２ 研究予定期間 研究実施許可日 ～ 年 月 日 

３ 研究代表者 
［部局名・職名］ 

［氏名］ 

４ 研究実施者 

・埼玉大学の研究責任者

［部局名・職名］ ［氏名］ 

・共同研究機関の研究責任者（研究代表者を除く）

［所属・職名］           ［氏名］

５ 一の倫理審査

委員会等について 

・一の倫理審査委員会設置機関

[名称]

[所在地]

・添付資料

審査結果 

研究計画書等、審査に付した資料一式 

その他（  ） 

（添付しない場合の理由等 ） 
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６ 研究の概要 

７ その他留意点 

※部局長確認日 年 月 日 

※ 教育・研究を担当する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付してください。

※ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。
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（別紙様式６）

研究実施許可等通知書

年 月 日 

研究責任者 殿

埼 玉 大 学 長

課 題 名

さきに申請のあった上記課題について、国立大学法人埼玉大学における人を対象とする

研究に関する倫理規則第１８条第３項の規定に基づき通知します。

記

研究
実施

許可 不許可

理由

又は

勧告
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（別紙様式７） 

年 月 日 

研究（終了・中止）報告書  

埼玉大学長 殿 

研究責任者 

部局名 

職 名 

氏 名 

下記研究課題について、   年 月 日をもって終了・中止しましたので、国立大学

法人埼玉大学における人を対象とする研究に関する倫理規則第２１条の規定に基づき報告

します。 

記 

１ 課題名 

承認番号（ ） 

２ 中止の理由（終了の場合は記入不要） 

３ 提供された試料・情報の数 

４ 他機関への試料・情報又は遺伝情報の提供数 

５ 研究成果 

［概要］ 

［発表の有無］ 

□無

□有

（有の場合は、代表的な発表先を簡潔に記載）

６ 研究対象者に対する危険又は不利益の発生状況 

□無

□有

（発生状況・対応状況）
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７ その他参考となる事項 

※ 部局長確認 年 月 日 

※ 教育・研究を担当する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。

※ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。
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共生構想専修課程 令和8年4月設置

グローバル・ガバナンス専修課程

現代社会専修課程

哲学歴史専修課程

ヨーロッパ・アメリカ文化
専修課程

日本・アジア文化専修課程

教
養
学
部 文化環境専攻（M）

経済経営専攻（M）

人文社会科学研究科

ダイバーシティ科学専攻（M）

基礎となる学部との関係図

経
済
学
部

経済分析メジャー

国際ビジネスと社会発展メジャー

経営イノベーションメジャー

法と公共政策メジャー

基
礎
と
な
る
学
部

ダイバーシティ課題解決プログラム
対象：全学部生

修士課程・博士前期課程

日本アジア文化専（D）

経済経営専攻（D）

博士後期課程

日本アジア文化コース

日本アジア経済経営コース
国際日本アジア専攻（M）

学士課程
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埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専
攻設置構想についてのアンケート調査（社会人・他大学生）

出典:埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻設置構想についてのアンケート調査
社会人・他大学生へのアンケート調査（令和6年9月～10月）

受験意向をたずねるQ13において「第一志望として受験する」「第二志望として受験
する」「第三志望として受験する」と回答した377人について、受験して合格した場合
の入学の意向をたずねたところ、126人（33.4％）が「入学する」と回答した。
本専攻が予定する入学定員10名を大きく上回る受験・入学意向を得る結果となった。

【ポイント】

グラフ 入学意向（Q14）
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埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専
攻設置構想についてのアンケート調査（企業・団体等人事担
当者）

出典:埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻設置構想についてのアンケート調査
企業・団体等人事担当者へのアンケート調査（令和6年9月～10月）

Q8の質問では、回答を得た119件のうち「採用したい」が34件（28.6％）、「採用を
検討したい」が40件（33.6%）と62.2％が採用の意向を示した。また、「現時点ではわ
からない」が42件（35.3％）、「採用したくない」が3件（2.5%）であった。

【ポイント】

グラフ 採用意向（Q8）
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